
と
希
望
を
胸
に
、

学
び
舎
羽
ば
た
く

卒
業
・
卒
園
式

三
月
十
三
日
、町
立
中
学
校（
蒲
生
野
・

瑞
穂
・
和
知
）の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、計
百

六
十
六
人
が
卒
業
し
ま
し
た
。和
知
中
の

卒
業
式
で
は
、小
杉
辰
義
校
長
か
ら
卒
業

生
三
十
人
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
後
、

在
校
生
を
代
表
し
て
榎
川
博
也
さ
ん
が
、

「
先
輩
た
ち
が
残
し
て
く
れ
た
足
跡
を
し
っ
か
り
と
踏
み
し

め
、伝
統
あ
る
和
知
中
を
引
っ
張
っ
て
い
き
ま
す
」と
送
辞
を

述
べ
ま
し
た
。続
い
て
卒
業
生
を
代
表
し
て
、松
下
智
恵
さ

ん
と
梅
原
美
華
さ
ん
が
答
辞
。ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
過
ご
し
た

三
年
間
の
思
い
出
を
振
り
返
っ
た
後
、「
そ
れ
ぞ
れ
進
む
道
は

違
う
け
れ
ど
、三
年
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
、夢
と
希
望

に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い
き
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

三
月
二
十
一
日
に
は
町
立
八
小
学
校
の
卒
業
式
が
あ
り
、

計
百
四
十
八
人
が
卒
業
。町
立
幼
稚
園
・
保
育
所
で
は
、須

知
幼
稚
園
で
三
十
一
人
、町
立
三
保
育
所
で
計
九
十
一
人
が

卒
園
し
ま
し
た
。

夢
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編集
後記

人事異動により、この号を
もって広報京丹波のペンを置
かせていただくことになりま
した。行政を身近に感じてい

ただける情報紙でありたい、各分野で活躍さ
れている皆さんの応援団でありたい、そんな
広報をめざして担当してきた二年半。取材で
出会った皆さんの情熱やひたむきな姿を多
くの人びとに伝えるべく、文章は「心で書く」
ように心がけてきました。果たしてどれだけ
伝えられたか、反省は尽きませんが、広報活
動を通じて培った力を次の新しい職場で生
かしていきたいと思います。取材でお世話に
なった皆さん、ありがとうございました。来月
号から担当する新しい編集子をよろしくお願
いします。（Ｙ）

No.30
２００８年
4月15日発行

大
桜
、

春
風
に
舞
う
。

予    算
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ポ
ー
ツ
の
功
労
や
好
成
績
た
た
え
る

京
丹
波
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

平
成
十
九
年
度
京
丹
波
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
を
三
月
四
日
、町

中
央
公
民
館
で
開
催
。地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
力
を
注
い
で
き
た
人

や
、各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
個
人
・
団
体
な
ど

十
三
人
四
団
体
の
皆
さ
ん
が
栄
え
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。（
敬
称
略
）

【
功
労
賞
】（
長
年
、地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
し
た
人
）

高
畑
満（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
、八
田
）▽
青
木
勝
弘（
同
、須
知
）

▽
藤
井
文
男（
少
年
野
球
指
導
者
、升
谷
）▽
隅
山
國
夫（
同
、下
山
）▽

小
林
秀
直（
同
）▽
豊
嶋
浩
史（
小
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
指
導
者
、和
田
）

【
特
別
栄
誉
賞
】長
澤
克
好（
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
、ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
四
位

な
ど
）

【
優
秀
賞
】豊
嶋
玄
子（
全
国
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
レ
デ
ィ
ー
ス
交
歓
大
会
・

三
位
、和
田
）▽
武
内
博（
全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
八
位
、橋
爪
）▽
西
田
奈
央（
ホ
ッ
ケ
ー

日
本
代
表
と
し
て
中
国
遠
征
な
ど
、豊
田
）▽
石
田
明
日
華（
ホ
ッ
ケ
ー

十
八
歳
以
下
日
本
代
表
、鎌
谷
奥
）▽
一
谷
麻
実（
ホ
ッ
ケ
ー
中
学
生
日

本
代
表
、口
八
田
）▽
一
谷
維

（
同
）

▽
須
知
高
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ホ
ッ
ケ
ー
競

技
・
優
勝
な
ど
）

▽
蒲
生
野
中
女
子
ホ
ッ
ケ
ー

部（
全
日
本
中
学
生
ホ
ッ
ケ

ー
選
手
権
大
会
・
三
位
な
ど
）

▽
京
都
選
抜
女
子
ホ
ッ
ケ
ー

チ
ー
ム（
全
日
本
中
学
生
都

道
府
県
対
抗
十
一
人
制
選
手

権
大
会
・
三
位
）

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】

京
丹
波
町
選
抜
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム（
京
都
府
民

総
体
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
・

三
位
）

ス

スポーツ賞を受賞した皆さん。（町中央公民館、蒲生）

質美小卒業式。卒業の歌を歌う卒業生と在校生。
（質美小体育館、質美）

上豊田保育所卒園式。卒園の歌を元気よ
く歌う園児たち。（上豊田保育所、豊田）

和知中卒業式。三年間の思い出を胸に刻み、卒業生たちは卒業証書を手にし
ました。（和知中体育館、市場）

特集
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春といえば「桜」。厳しい冬の寒さをじっと耐えた蕾が
春のやわらかい日ざしを浴びて、一斉に開花。今年も
町内のあちらこちらでわたしたちの目を楽しませてく
れました。写真は丹波地区曽根にある大桜。春風に舞
う薄紅色の花の競演は人の心を引きつけてやみませ
ん。

2

8

12

14

15

職員の配置・人の動き

暮らしのガイド
̶戸籍住民窓口での「本人確認」が
　法律上のルールになります。
̶新しい子育て支援がスタート

Dr's Message いきいき健康術

特別職報酬、据え置きが適当
―特別職報酬等審議会が答申

今後の農業・農村を考える講演会開く
―京丹波村おこしふる里ネットワーク

高齢者世帯の安心確保へスクラム
―ひとり暮らし高齢者等の見守り支援

伝承の技を熱演
―中部地域伝統芸能フェスティバル

スポーツの功労や好成績たたえる
―京丹波町スポーツ賞表彰式

夢と希望を胸に学び舎羽ばたく
―卒業・卒園式

TOWN NEWS 2008フラッシュ

平
成
二
十
年
度
当
初
予
算
が
三
月
の
議
会
定
例
会
で
可
決
成
立
し
ま
し

た
。総
額
は
一
八
一
億
一
、一
八
四
万
円（
一
万
円
未
満
四
捨
五
入
、以
下
同
じ
。

財
産
区
会
計
除
く
）。内
訳
は
、一
般
会
計
が
一
〇
二
億
五
、八
〇
〇
万
円
、特

別
会
計
が
七
八
億
五
、三
八
四
万
円
で
す
。

一
般
会
計
は
前
年
度
と
比
べ
約
三
億
円
増
加
。町
内
の
情
報
格
差
是
正
な

ど
を
め
ざ
す「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
拡
張
整
備
」や
住
民
自
治
組
織
の
設
置
を
支
援
す

る「
協
動
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」の
ほ
か
、学
校
施
設
の
耐
震
改
修
や
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
な
ど
の
施
策
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、将
来
の
財

政
負
担
の
軽
減
や
実
質
公
債
費
比
率
の
抑
制
を
行
い
、財
政
の
健
全
化
を
図

る
た
め
、公
債
費
の
繰
上
償
還
に
三
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

【
実
質
公
債
費
比
率
】自
治
体
収
入
に
対
す
る
借
金
返
済
額
の
比
率
を
示
す
指
標
。従
来
の

普
通
会
計
の
借
金
に
加
え
、新
た
に
特
別
会
計
へ
の
借
金
返
済
に
か
か
る
繰
出
金
も
含
む

な
ど
、町
の
財
政
の
実
態
を
よ
り
明
確
化
し
た
も
の
。比
率
が
十
八
％
を
超
え
る
と
地
方
債

発
行
に
際
し
、京
都
府
の
許
可
が
必
要
に
な
り
、二
十
五
％
を
超
え
る
と
単
独
事
業
の
地
方

債
発
行
が
一
部
認
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

歳
入

歳
出

の
う
ち
、町
税
収
入
な

ど
町
が
自
ら
の
力
で

収
入
で
き
る
お
金（
自
主
財
源
）は
全
体

の
二
六
％
。残
り
の
七
四
％
は
、国
や
府

か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、割
り
当
て
ら
れ
た

り
す
る
お
金（
依
存
財
源
）に
頼
っ
て
い

る
状
況
で
す
。

自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
町
税
収
入
は

一
七
億
一
、九
七
九
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。町
民
総
所
得
の
伸
び
が
依
然
と
し

て
マ
イ
ナ
ス
基
調
に
あ
る
こ
と
や
償
却
資

産
の
減
価
な
ど
を
背
景
に
、前
年
度
に
比

べ
一
、四
九
二
万
円
減
額
し
て
い
ま
す
。

一
方
、依
存
財
源
で
は
、最
大
の
収
入

源
で
あ
る
地
方
交
付
税
を
四
六
億
七
、

五
〇
〇
万
円
計
上
。こ
の
ほ
か
国
庫
・
府

支
出
金
を
十
一
億
五
、一
四
九
万
円
、町

債（
道
路
や
施
設
を
整
備
す
る
た
め
に

借
り
入
れ
る
お
金
）を
十
二
億
三
、一
七

〇
万
円
見
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
歳
入
に
お
い
て
は
、過
大

見
積
り
に
な
ら
な
い
よ
う
精
査
す
る
と

と
も
に
、前
年
度
の
推
移
か
ら
見
込
め
る

財
源
を
ほ
ぼ
満
額
計
上
し
て
い
ま
す
。こ

の
こ
と
に
よ
り
、二
年
連
続
し
て
財
政
調

整
基
金（
貯
金
）の
取
り
崩
し
を
行
う
こ

と
な
く
予
算
を
編
成
。将
来
的
な
財
政

需
要
に
備
え
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
の
歳
入

を
グ
ラ
フ
の
と
お
り
見
込
ん
で
い
ま
す
。

の
う
ち
、人
件
費
や
扶

助
費（
医
療
費
助
成
な

ど
の
経
費
）、公
債
費（
町
債
の
返
済
金
）

は「
義
務
的
経
費
」と
呼
ば
れ
、支
出
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、任
意
に
削
減
し

に
く
い
経
費
で
す
。グ
ラ
フ
を
み
る
と
義

務
的
経
費
は
約
四
五
％
。歳
出
全
体
の

半
分
近
く
を
占
め
て
お
り
、町
の
財
政
は

ゆ
と
り
の
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、人
件
費
に
つ
い
て
は
一

八
億
一
、三
六
五
万
円（
前
年
度
比
約

五
、二
〇
〇
万
円
減
）を
計
上
。引
き
続

き
、特
別
職
や
管
理
職
手
当
の
減
額
、時

間
外
勤
務
手
当
の
抑
制
と
と
も
に
、職
員

の
定
員
適
正
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。公

債
費
は
二
二
億
七
、六
七
〇
万
円
。こ
の

う
ち
三
億
円
を
繰
上
償
還
に
あ
て
て
い

ま
す
。ま
た
、物
件
費
に
つ
い
て
は
事
務

経
費
の
精
査
に
努
め
ま
し
た
が
、新
た
に

始
め
る
特
定
健
診
事
業
や
障
が
い
児
の

発
達
支
援
事
業
の
計
上
に
よ
り
前
年
度

比
二
、二
七
〇
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
拡
張

整
備
事
業（
五
億
二
、五
〇
〇
万
円
）、協

働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業（
三
八
万
円
）、学

校
施
設
耐
震
改
修（
六
、六
二
〇
万
円
）、

道
路
新
設
改
良（
三
億
四
、八
五
六
万

円
）、畑
川
ダ
ム
建
設
関
連
の
経
費（
四
、

一
七
一
万
円
）な
ど
。こ
の
ほ
か
詳
し
く
は

次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

予    
算

特 集
平成20年度

つぼみ
一般会計

歳入

一般会計

歳出
［性質別］

歳出
102億
5,800万円

人件費
17.7％
18億1,365万円

公債費 22.2％
22億7,670万円

普通建設事業費 15.5％
15億9,304万円

補助費等 14.0％
14億4,048万円

その他 2.0％　2億 151万円

扶助費 4.7％
4億8,246万円

物件費 11.3％
11億5,843万円

繰出金 12.6％
12億9,173万円

歳入
102億
5,800万円

町税 16.8％
17億1,979万円

地方交付税 45.6％
46億7,500万円

使用料・手数料 2.0％
2億925万円

その他 7.2％
7億4,227万円

国庫・府支出金 11.2％
11億5,149万円

町債 12.0％
12億3,170万円

その他 5.2％
5億2,850万円

予    算特集
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  総務費　 13億3,240万円  

一般管理に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4億4,841万円
（職員給与や区長会運営、職員研修など）
公共料金等審議会経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 43万円
行政改革推進委員会経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21万円
電子入札システム導入事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 370万円
広報京丹波（おしらせ版含む）の発行など・・・・・・・・・・・・・・  376万円
例規集管理事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 680万円
財政管理・会計管理に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 135万円
財産管理に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2億2,229万円
（町有財産、庁舎管理、基金積立事業など）
山陰本線複線化事業補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  7,527万円
総合計画推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 91万円
その他総合企画に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 236万円
支所の管理に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2億4,236万円
（職員給与など含む）
公平委員会事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5万円
グリーンランドみずほ管理運営事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,645万円
和知駅構内使用料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 72万円
街灯設置補助金・防犯協会負担金など・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 132万円
交通安全啓発事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 41万円
町営バス運行事業特別会計繰出金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4,859万円
交通指導員活動事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 134万円
放置車両対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5万円
自治振興補助金事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 60万円
協働のまちづくり事業（住民自治組織設置支援など） ・・38万円
行政情報システムの運用管理など・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4,602万円
ホームページの運用管理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 50万円
情報化推進に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,003万円
（地域イントラネット・インターネット運営など）
国際交流推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 301万円
人権啓発・男女共同参画推進など・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 254万円
税務に関する経費（職員給与など含む）・・・・・・・・・・ 1億1,293万円
戸籍住民基本台帳管理に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4,070万円
（職員給与など含む）
選挙管理委員会・選挙啓発事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  42万円
農業委員会選挙の執行・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 688万円
各種統計調査に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 104万円
監査委員に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 59万円

  民生費　 16億9,771万円  

社会福祉総務費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2億3,393万円
（職員給与や在宅介護支援センター運営など）
国民健康保険特別会計（事業勘定）繰出金・・・・・・・・・・・ 7,492万円
和知高齢者コミュニティセンター管理運営委託・・・・・・・・・ 70万円
共同作業所入所訓練事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,117万円
重度心身障がい老人健康管理事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,474万円
心身障がい者医療事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4,376万円
身体障がい者自立支援医療給付事業・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,927万円
障がい者自立支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1億7,648万円
地域生活支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,273万円
その他障がい福祉に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 733万円
老人医療事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  3,108万円
シルバー人材センター事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 633万円
介護保険特別会計繰出金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2億1,904万円
在宅高齢者等生活支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  2,718万円
（外出支援・食の自立支援など）
後期高齢者医療広域連合の事務負担金・・・・・・・・・ 2億1,322万円
その他老人福祉に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,937万円
国民年金事務に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 78万円
児童手当支給事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1億766万円
すこやか子育て医療費助成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,613万円
すこやか子育て祝金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 900万円
発達支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 520万円
その他子育て支援に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,774万円
（チャイルドシート購入助成、京都子育て支援医療助成など）
母子父子家庭医療事業など・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 879万円
保育所の運営管理（職員給与など含む） ・・・・・・・・ 3億3,052万円
一時保育事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 63万円

  衛生費　 11億4,249万円  

保健衛生総務費（職員給与など）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7,597万円
母子・成人保健、健康増進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 845万円
特定健診・特定保健指導など・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,488万円
後期高齢者健康診査事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 597万円
高齢者実態把握事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 660万円
その他健康診査事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,741万円
機能回復訓練事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  49万円

予防接種事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,347万円
合併浄化槽設置整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,250万円
下水道事業特別会計繰出金（浄化槽）・・・・・・・・・・・・・・・・ 4,810万円
その他環境衛生に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 328万円
南丹病院組合負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,758万円
病院事業運営補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2億8,927万円
地域医療一般経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 34万円
保健センター管理事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,489万円
ごみ処理対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 331万円
船井郡衛生管理組合分担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3億879万円
簡易水道会計繰出金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2億7,123万円

  農林水産業費 16億2,703万円  

農業委員会の運営など・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 761万円
農業総務費（職員の給与など）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  8,053万円
京野菜こだわり産地支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 470万円
中山間地域直接支払事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1億1,645万円
水田農業構造改革対策助成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,173万円
丹波ふるさと振興公社・農業公社運営補助・・・・・・・・・・  1,750万円
農地・水・環境保全向上対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,037万円
丹波食彩の工房管理運営委託・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,450万円
瑞穂マスターズ施設管理運営委託・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,040万円
京の黒大豆・小豆等産地づくり事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 107万円
有害鳥獣対策事業（防除施設設置、捕獲事業） ・・・・・ 2,876万円
その他農業振興に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,352万円
畜産振興に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,221万円
南丹地区農用地総合整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9,047万円
小規模農業基盤整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,028万円
農業農村整備事業（知野辺区農業用水池改修）・・・・ 1,320万円
その他農地保全などに関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,430万円
（土地改良区運営補助など）
下水道事業特別会計繰出金（農業集落排水）・・・ 2億1,385万円
山村開発センターの管理運営・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 695万円
情報センター（丹波・瑞穂）の管理運営・・・・・・・・・・・・・ 1億690万円
（職員給与など含む）
新山村振興等農林漁業特別対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11万円
有線テレビ（ＣＡＴＶ）拡張整備事業・・・・・・・・・・・・ 5億2,500万円
林業総務費（職員給与など）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,852万円
松くい虫防除事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 116万円

10,258,000,000
予    算特集

一般会計主な使いみち
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5,800万円

総務費
13.0％

民生費
16.6％

衛生費
11.1％

農林水産業費
15.9％

公債費
22.2％

教育費
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土木費
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消防費
3.6％

その他 2.0％
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今年度から各地域における住民自治
組織の組織化に向けて、支援策を推
進します。写真は、1年間協議を重ね、
昨年11月に町長に報告書を提出した
「住民自治組織によるまちづくり検討
委員会」。（役場議場）

今後の10年間のまちづくりの指針と
なる「京丹波町総合計画」。昨年3月に
基本構想、同10月に基本計画を策定。
今年度から計画に基づいて各施策を
推進していきます。

平成20年4月から、これまでの「老人保
健」に変わる「後期高齢者医療制度」が
スタート。制度を運営する「府広域連合」
の事務負担金を今年度から新たに計上
しています。（和知地区の高齢者のつど
い・にこにこクラブでゲームを楽しむお
年寄りたち。安栖里環境改善センター）

今年度からメタボリックシンドロームに
着目した特定健診、特定保健指導が始
まります。（巡回健康相談、水呑公民館）

今年度、瑞穂病院運営補助は約2億
9,000万円を計上。厳しい経営環境にあ
る瑞穂病院では、４月から医事業務の
一部を民間に委託しています。
（瑞穂病院スタッフルーム）

情報基盤の統一による町内情報格差の
解消や地上デジタル放送、ブロードバ
ンド環境への対応などを目的に、今年
度からCATV拡張整備事業に着手しま
す。（自主放送番組の収録。瑞穂情報セ
ンター）
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公有林整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,201万円
森林整備地域活動支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  2,490万円
森林管理道開設事業（和知地区才原―広瀬）・・・・・・・  9,951万円
災害に強い森づくり事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,005万円
（仏主区の倒木処理、植栽など）
その他林業振興に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6,372万円
（緑の公共事業、クリ生産振興、林道維持管理など）
林業センターの管理運営・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 386万円
内水面漁業振興対策など・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 292万円

  商工費　 9,732万円  

企業誘致対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 350万円
その他商工業振興に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4,536万円
（職員給与や商工会小規模事業経営支援事業補助など）
質志鐘乳洞公園の管理運営・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,183万円
特産館「和」、わち山野草の森管理運営委託・・・・・・・・・ 2,800万円
農林業体験公園管理委託・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 120万円
その他観光振興に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 743万円

  土木費　 8億4,708万円  
 
土木総務費（職員の給与など）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7,890万円
道路台帳整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 100万円
道路橋りょうの維持管理、交通安全施設整備・・・・・・・・ 2,294万円
道路新設改良事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3億4,856万円
河川維持管理事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 570万円
河川改良事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,700万円
ダム関連対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4,171万円
都市計画などに関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 440万円
都市公園整備（須知）などに関する経費・・・・・・・・・・・・・・ 5,372万円
下水道事業特別会計繰出金（公共下水道）・・・・・・ 2億5,662万円
町営住宅維持管理事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,033万円
住宅・建築物耐震診断事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  16万円

  消防費　 3億7,139万円  

京都中部広域消防組合負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2億2,830万円
消防団活動運営事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7,731万円
消防施設の維持管理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,064万円

操法訓練大会事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 495万円
消防団組織再編事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,915万円
その他消防防災に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 196万円
消防施設整備事業（防災センター改修など）・・・・・・・・・・・ 198万円
防災行政無線維持管理事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 376万円
防災ハザードマップ作成業務・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,181万円
その他防災・災害対策に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 152万円

  教育費　 7億4,796万円  

教育委員活動事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  147万円
教育委員会事務局一般経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1億6,672万円
（職員給与や学校指導主事設置、学童保育事業など）
育英資金給付事業特別会計繰出金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 153万円
小学校施設耐震改修事業（下山小）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5,850万円
中学校施設耐震設計事業（和知中）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 770万円
その他小学校施設の管理に関する経費・・・・・・・・・・ 1億1,818万円
（職員給与、AED（除細動器）設置など）
学校評価システム構築事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 48万円
小・中学校学習支援教員等配置事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 801万円
その他小学校教育振興に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,255万円
（教材費、スクールバス運行など）
中学校の管理に関する経費（職員給与など）・・・・・・・・  5,156万円
語学指導等外国青年招致事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 778万円
その他中学校教育振興に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4,372万円
（学校評価システム、国際交流、スクールバス運行など）
幼稚園の管理運営に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6,608万円
（職員給与など含む）
成人式の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 89万円
人権教育に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  35万円
社会教育団体育成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 462万円
その他社会教育振興に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 628万円
（ふるさと体験資料館の運営、親子四季体験教室など）
公民館管理運営・図書館活動など・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,331万円
文化財保護に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 121万円
生涯スポーツ振興事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 179万円
体育指導委員活動事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 80万円
その他社会体育振興に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 563万円
体育施設の維持管理に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,324万円
学校給食事業（職員給与など含む）・・・・・・・・・・・・・・・ 1億1,556万円

予    算特集

黒大豆、小豆、ソバ、京野菜などの特産
振興、営農組織への支援など生産性の
高い農業の実現に努めます。（黒大豆
畑、水戸）

新設改良工事を行っている町道田中垣
内線（瑞穂地区和田）。今年度、一部供用
開始予定です。

町消防団は４月から新しい組織体制で
スタート。今年度、消防車両や防災セン
ターの表示変更、団統一の訓練服の更
新などを予定しています。

写真は、施設の耐震改修を予定してい
る下山小。和知中では耐震設計事業を
予定しています。そのほか今年度、小学
校においてはAED（除細動器）の設置も
予定。安心・安全な教育環境づくりを図
ります。

国
民
健
康
保
険
事
業

事
業
勘
定
の
歳
入
の
う
ち
自
主
財
源
で

あ
る
国
保
税
収
入
は
、三
億
九
、七
五
四
万

円
見
込
ん
で
い
ま
す
。歳
出
は
、保
険
給
付

費（
一
一
億
三
、〇
四
二
万
円
）や
後
期
高
齢

者
支
援
金（
二
億
一
、一
八
六
万
円
）、特
定

健
診
な
ど
の
保
健
事
業
費（
三
、〇
七
八
万

円
）な
ど
を
計
上
。今
年
度
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
い
被
保
険
者
が

大
幅
に
減
少
す
る
ほ
か
、生
活
習
慣
病（
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）に
着
目
し
た

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
義
務
化
な
ど

国
保
事
業
の
運
営
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

老
人
保
健

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
に
伴

い
、本
年
三
月
分
ま
で
の
医
療
給
付
な
ど
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、同
医

療
制
度
を
運
営
す
る
京
都
府
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
の
算
定
に
基
づ
く
保
険
料

を
徴
収
し
、広
域
連
合
に
納
付
す
る
た
め
の

会
計
で
す
。

介
護
保
険
事
業

事
業
勘
定
は
一
五
億
七
、〇
四
六
万
円
。

歳
入
の
う
ち
自
主
財
源
で
あ
る
保
険
料
収

入
は
二
億
七
、〇
七
〇
万
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。歳
出
で
は
、保
険
給
付
費
を
一
四
億

九
、四
九
〇
万
円
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
は
六
八
五

万
円
。地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

居
宅
介
護
支
援
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

水
道
事
業

統
合
簡
易
水
道
整
備
事
業
は
、丹
波
・
瑞

穂
地
区
で
八
一
％
、和
知
地
区
で
六
七
％
の

進
ち
ょ
く（
十
九
年
度
末
見
込
み
）。主
な
歳

出
は
、上
水
道
事
業
に
一
億
八
、九
五
七
万

円
、簡
易
水
道
事
業
に
一
億
九
、七
〇
〇
万

円
、公
債
費
六
億
一
、三
一
三
万
円
な
ど
。

下
水
道
事
業

　

前
年
度
に
比
べ
二
億
一
、〇
〇
〇
万
円
の

増
額
。こ
れ
は
公
債
費
の
繰
上
償
還
約
一
億

二
、五
〇
〇
万
円
を
計
上
す
る
な
ど
経
営

の
健
全
化
を
図
る
も
の
で
す
。こ
の
ほ
か
、公

共
下
水
道
整
備
事
業
に
一
億
五
、七
八
三
万

円
、浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
施
設
整
備

事
業
に
三
、五
二
三
万
円
な
ど
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

町
営
バ
ス
運
行
事
業

歳
入
で
は
、運
賃
な
ど
の
事
業
収
入
三
、

四
九
八
万
円
、一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

四
、八
五
九
万
円
な
ど
を
計
上
。歳
出
で

は
、安
全
運
行
の
観
点
か
ら
、ワ
ン
ス
テ
ッ
プ

型
中
型
バ
ス
二
台
の
更
新
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

瑞
穂
病
院
事
業

収
益
的
収
入
・
支
出
に
八
億
四
、二
九
〇

万
円
を
計
上
。収
入
の
う
ち
入
院
や
外
来

な
ど
の
医
業
収
益
を
六
億
九
、二
三
二
万

円
見
込
ん
で
い
ま
す
。診
療
報
酬
改
定
に
よ

る
減
収
な
ど
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
り
ま

す
が
、今
年
度
は
四
月
か
ら
医
事
業
務
の
一

部
を
民
間
に
委
託
し
、経
費
削
減
や
経
営
の

効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、病
床
の
再
編

（
一
般
＝
三
十
九
床
、療
養
＝
八
床
に
再
編
）

や
、新
た
に
外
来
の
土
曜
診
療（
月
二
回
）を

行
う
な
ど
、患
者
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
ら
れ
る

地
域
医
療
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

特
別
会
計
当
初
予
算
の
概
要

会計名 本年度 前年度 比較

一般会計 102億5,800万円 99億4,100万円 3億1,700万円
特別会計 78億5,384万円 94億3,726万円  △ 15億8,342万円
　国民健康保険事業（事業勘定） 18億349万円 17億2,963万円 7,386万円
　国民健康保険事業（質美診療所） 1,794万円 1,724万円 70万円
　国民健康保険事業（和知診療所） 3億5,606万円 3億6,170万円 △ 564万円
　国民健康保険事業（和知歯科） 7,103万円 7,113万円 △ 10万円
　老人保健 2億4,990万円 21億214万円

─
△18億5,224万円

　後期高齢者医療 1億9,894万円 1億9,894万円
　介護保険事業（事業勘定） 15億7,046万円 14億7,235万円 9,811万円
　介護保険事業（サービス勘定） 685万円 902万円 217万円
　水道事業 13億5,560万円 17億1,970万円 △ 3億6,410万円
　下水道事業 12億円 9億9,000万円 2億1,000万円
　町営バス運行事業 1億2,294万円 1億715万円 1,579万円
　土地取得 42万円 42万円 0円
　育英資金給付事業 321万円 341万円 △ 20万円
　瑞穂病院 8億9,700万円 8億5,337万円 4,363万円

■会計別当初予算額



89KYOTAMBA  

職
員
の
配
置

四
月
一
日
付
け
、人
事
異
動
を
行
い
、職
員
の

配
置
は
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。

（
嘱
託
職
員
な
ど
除
く
、敬
称
略
）

京丹波町役場本庁
京丹波町蒲生八ツ谷62番地６

代表182－0200

瑞穂保健福祉センター
京丹波町和田田中6番地1

瑞穂病院
京丹波町和田大下28番地

  会計管理者　　藤田義幸

  参事　　田端耕喜

  議会事務局　182－3805
【事務局長】長澤　誠
【庶務係長】西山民子

石田武史

  総務課　182－3800
【課長】谷　俊明
【課長補佐】岡本英子・川嶌勇人
　　　　　松山征義
【総務係長】田中晋雄
【人事秘書係長】上林潤子
【人事秘書係主任】太田創一
【財政係長】（松山征義）
【消防防災係長】片山　健

水間和美・野々口慶司・山内善史・
上西貴幸・堀　孝子・山内明宏・
片山加奈・豊嶋裕美・
並河直樹（京都府派遣）

  監理課　182－3811
【課長】山田洋之
【主幹】松原武司（京都府派遣受入）
【総務契約係長】（山田洋之）
【指導検査係長】（松原武司）

中村昭夫・
山内敏史（京都府派遣）

  企画情報課　182－3801
【課長】岩崎弘一
【課長補佐】樹山敏彦・今西政治
【総合企画係長】中野竜二
　　　　　　　（まちづくり推進担当）
【広報広聴係長】（樹山敏彦）
【人権政策係長】（今西政治）
【交通対策係長】小谷誠之

野々口清仁・四方妃佐子・
小原直也（まちづくり推進担当）・
松下由美・山内圭司

【瑞穂バス事業所】三好　稔
【和知バス事業所】河谷勝治

  税務課　182－3802
【課長】岩田恵一
【主幹】福井彰一郎・伊藤康彦
【課長補佐】野間　隆
【賦課係長】中井伸幸
【徴収係長】（野間　隆）

山田　實・梅原千里・下村邦喜・
畠中美子・輕尾圭造・伴田裕章

  住民課　182－3803
【課長】伴田邦雄
【課長補佐】吉田　正・谷口　誠
【戸籍住民係長】松下すみ子
【保険年金係長】岡本明美
【環境推進係長】（吉田　正）

山内智美・光枝三千代・島　文子・
原澤　洋・西村明美・上原康宏・
井口理恵

  地域医療課　182－3809
【課長】下伊豆かおり
【医療係長】（下伊豆かおり）

正田智久

  産業振興課　182－3808
【課長】山田　進
【課長補佐】西田明範・木南哲也
　　　　　一谷　寛
【農林振興係長】橋本賢二
【農林事業係長】保田志信
【商工観光係長】四方晴美
【企業立地推進係長】中川　豊

栗林英治・井上晴之・徳島康善・
片山晴子・山本桂市・竹村　洋・
西山宏明

  土木建築課　182－3806
【課長】松村康弘
【課長補佐】高畑利彦・湊　史明
　　　　　十倉隆英
【管理係長】榎川　諭
【土木係長】山内和浩
【建築係長】（高畑利彦）
【ダム推進係長】（湊　史明）

田尻　穂・西野菜保子・荻野雅則・
山下　徹・秋山卓弘

  会計室　182－3804
【室長】岡本佐登美
【出納係長】樹山敬子

羽生田真由

中央公民館
京丹波町蒲生野口38番地

  教育委員会社会教育課丹波分室
182－0988  

【主任】山M哲夫

岡本芳明

  瑞穂病院　186－0220
【院長】佐藤秀一郎
【事務長】藤田正則
【看護師長】石田由美子
【副院長】垣田秀治
【外科部長】前田武昌

【事務主任】石田美穂
【事務員】
山田泰行・原澤美和・
西垣公代（管理栄養士、新規採用）

【看護主任】上田武美・平田千春・
　　　　　林　真紀
【看護師】
山内和子・山内博子・細見友子・
竹内和代・上田ひとみ・山田加奈恵・
大西正美・谷掛郁代・伏原幸子・
中村育美・田路利恵・西山由里・
谷口紀久恵・貞守京子・田中真由美・
野村厚子・小寺恵美・米山栄一

【放射線技師】山内敏行
【薬局長】腰山節子
【薬剤師】松村陽子
【理学療法士】井爪直美

MAP
京丹波町役場本町

中央公民館

MAP
瑞穂保健福祉センター

瑞穂病院

瑞穂情報センター

職員の配置・人の動き

  保健福祉課　186－1800
【課長】堂本光浩
【課長補佐】山森英二・木下浩昭
　　　　　古谷千津子
【健康推進係長】上原美智子
【健康推進係主任】永海貴子
【福祉係長】山根美智代
【介護保険係長】大西義弘
【包括支援センター主任】井上祐子

吉田敦美・大西孝治・吉田　聡・
福本ゑみ子・村山奈央・久保元真一・
東　由加里
【栄養士】上林小百合
【保健師】
藤田むつみ・島田恵子・堀　道枝・
西村美智子・保田智子・中川早苗・
保ヶ部直子・蓮見純子（新規採用）

瑞穂情報センター
京丹波町和田田中15番地１

  企画情報課情報推進室
　188－5000  

【室長】藤井雅文
【主任】原澤　恒

堀内浩二・北村和正・田畑昭彦・
西村公貴・山内美幸
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瑞穂支所
京丹波町橋爪桧山49番地

健康管理センター
京丹波町須知鍋倉1番地1

和知支所
京丹波町本庄ウエ16番地

  子育て支援課　182－1394
【課長】山田由美子
【課長補佐】田中博典
【支援係長】（田中博典）

芦谷真由美
【作業療法士】石原詩子（新規採用）

  保健福祉課丹波地域保健福祉室
182－1800  

【室長】稲葉　出

金江美和・山口知哉

畑川浄水場
京丹波町下山クラベシ41番地 

  水道課　183－9105
【課長】中尾達也
【主幹】上原　守
【課長補佐】山鳥　強
【上水道係長（庶務担当）】竹内　健
【上水道係長（事業担当）】船越　誠
【上水道係主任】村山英紀
【下水道係長（庶務担当）】上林太志
【下水道係長（事業担当）】増谷隆男

畑中協治・友金久美子・宇野浩史・
岩崎勝也・小山　潤・村田弘之・
吉田和晃・大秦　学

MAP

和知支所・和知診療所・
和知歯科診療所

畑川浄水場

瑞穂支所

職員の配置・人の動き

  瑞穂支所　代表186－0150
【支所長】久木寿一
【主幹】上田　進
■地域総務室　186－1900
【室長】野村雅浩（まちづくり推進担当）
【主任】上西睦美・塩田　誠

田中美智子・山下　泰・
小松聖人（まちづくり推進担当）・
友金輝幸・細野江梨子
■地域振興室　186－1907
【室長】坂本　優
【主任】八木敏和

松谷洋二

  教育委員会社会教育課瑞穂分室
186－1150  

【主任】西田　毅

q屋敦彦

  和知支所　代表184－0200
【支所長】藤田　真
【主幹】片山長男
■地域総務室　184－2200
【室長】（片山長男）
【主任】片山利枝・

堀　友輔（まちづくり推進担当）

長谷川　真・
山下　稔（まちづくり推進担当）・
小林篤史・山西博美・岡本　淳
■地域振興室　184－2207
【室長】梅原昇治
【主任】大西弘一

山本俊夫

  保健福祉課和知地域保健福祉室
184－0049  

【室長】谷口いづみ

稲葉文男・原田結城

  教育委員会　184－2100
【次長】野間広和
【主幹】長谷川博文
■学校教育課
【課長】（長谷川博文）
【学校教育係長】十倉克也
【総務係長】谷口玲子

保田利和・堀敬之・藤井知宝
■社会教育課
【課長】永武幸子

（兼B＆G海洋センター所長）
【社会教育係長】豊嶋浩史
【文化財係長】（永武幸子）

山内秀文・西山直人 MAP

健康管理センターMAP

MAP

和知診療所
京丹波町本庄今福5番地

  和知診療所　184－1112
【所長】中村泰也
【事務長】片山　淳
【看護師長】今海美代子

【医師】宮M　聡

【事務主任】山田和志
【事務員】出野文隆

【看護師】
中村幸子・坂本　恵・竹内秀子・
川勝里美・大西初美・大西好美・
白波瀬小百合・小川和代・
石原範子・片山亜紀（新規採用）

【放射線技師】諫本慶春
【理学療法士】大田有次
【薬剤師】村上康司

和知歯科診療所
京丹波町本庄今福13番地

  和知歯科診療所　184－1154
【所長】坂下敦宏
【医師】舟木　健
【主任】山口秀子
【歯科衛生士】片山昭子・中島早苗
【歯科技工士】堀　太

学校・保育所など

  上豊田保育所　182－2056
【所長】山内善博
【所長補佐】北村世津子
【主任】湊　直美・輕尾早苗
【保育士など】
山内幸子・前村こず枝・井上亜希子・
大秦優子・岸本沙奈美・佐々谷美穂・
國領千紗子（新規採用）・
村岡和恵（養護）・小室みさよ（調理）

■下山分園　183－0004
【所長補佐】松岡知子
【主任】上田千恵子・山鳥ゆり
【保育士】野口加代里・細見ルミ

  桧山保育所　186－0574
【所長】中尾裕之
【所長補佐】津田知美
【主任】真野照美・北村恵里子
【保育士】
下村秀美・山内里佳子・谷口絵里・
梅垣奈未（新規採用）

  わちエンジェル　184－1920
【所長】大槻澄子
【所長補佐】東　直美
【主任】西田美代子
【保育士】
尾池奈緒美・越川憲子・小室由紀・
片山奈穂・中西靖浩・久保元恵子

  須知幼稚園　182－0151
【園長】杉尾富美子
【教頭】谷　久美子
【主任】西村喜代美
【教諭など】
浦井美紀・湊　玲奈・小林和子・
山口利一

  小中学校・給食センター
【丹波ひかり小】村山美智子
【竹野小】荒井利子
【桧山小】森下　満
【三ノ宮小】山田知恵子
【蒲生野中】和田　隆
【瑞穂中】北井邦江

【丹波給食センター】
水口さき子・小林富美子
【和知給食センター】
藤田妙子

■退職職員
（3月31日付、敬称略。（　）は前職）

田渕敬治
（参事兼監理課長兼指導検査係長）
上田知宏（上豊田保育所長）
寺谷すま子（瑞穂病院看護師長）
朝倉富雄（住民課主幹）
前田昌成（瑞穂病院事務長補佐）
新江田　泰（土木建築課建築係長）
梅垣延男（水道課主査）
西田　勉（瑞穂支所地域振興室主査）
大西定子（質美小用務員）
西村照生（瑞穂病院看護師）
藤原ゆかり
（上豊田保育所下山分園保育士）
q橋麻衣子（保健福祉課保健師）

参与に就任
京丹波町参与

梅原陽介さん

企業立地や地域
経済の活性化な
ど、町の重要施
策を担う参与と

して、４月１日付け、梅原陽介さんが
就任しました。梅原さんは民間会社の
代表取締役や綾部商工会議所専務理
事などを歴任。豊富な知識と経験、幅
広い人脈をもって、町政運営に参画し
ます。参与の選定にあたっては公募を
実施。応募者５人の書類や論文の審査、
面接試験を行い、選考しました。

【Profile】うめはら　ようすけ
昭和42年3月近畿大法学部卒。平成元年に株式会
社ナックル代表取締役に就任。平成９年から綾部
商工会議所専務理事を務める。経営塾を主宰し、
その講演録を3部作の本として出版するなど幅広
く活躍。平成19年、同会議所を退職。綾部市在住、
64歳。

人 の 動 き
（敬称略）

■財産区管理会
【桧山財産区管理会】
岸野　信（橋爪）・中尾広和（和田）・

加藤久和（井脇）・友金一郎（大朴）・

上田　肇（井尻）・中西隆夫（八田）・

今林長夫（小野）

【梅田財産区管理会】
谷垣俊輔（水原）・稲元源太郎（上大久保）・

西田　哲（下大久保）・森田一三（鎌谷下）・

熊原凉一（鎌谷中）・中南義雄（鎌谷奥）・

輕尾　勇（東又）

【三ノ宮財産区管理会】
岼　紀男（粟野）・山内紀和（妙楽寺）・

上田武二（水呑）・花木榮一（三ノ宮）・

神谷祥久（質志）・後藤哲雄（戸津川）・

坂本　保（猪鼻）

【質美財産区管理会】
松永博志（行仏）・谷　勝彦（中村）・

林　良秀（庄ノ路）・岩田　哲（和田）・

山口保信（上野）・大西　修（下村）・

山根　智（北久保）

■人権擁護委員
【再任】岡本　均（須知）

【再任】野間幸栄（本庄）
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　戸籍や住民票は、個人情報が記載されている大切なものです。そのような証明書は、他人に不正に取得されないよ
うにしなければなりません。また、他人が虚偽の戸籍届出や住民異動届出をすることにより、真実でない記載がされ
ることのないようにしなければなりません。そこで、次のようなルールが法律で定められました。

平成20年4月から「一時保育事業」を始めました。保護者の方の
通院や介護、冠婚葬祭により急用で家庭での保育が困難な方や
育児不安などがありお疲れの場合に、一時的にお預かりするサ
ービスができました。また、短時保育を利用されている方も一時
保育事業が利用できます。

町立保育所の保育所徴収金基準額表(保育料表)
を改定しました。保育料は、保護者の前年の所得
税額または町民税額により決定していますので、
平成19年度からの税源移譲により変更となる税
額に合わせ保育料決定のための定義(区分)の見直
しを行いました。なお、今回の改定は、税源移譲に
よるものであり、改定に伴う保育料の変動は基本
的にありません。

【保育料の免除】
　Ｂ階層と認定された世帯であっても、次の世帯に該当す
る場合は、保育料が0円となります。
①母子世帯など。
②在宅障がい児(者)のいる世帯。(身体障がい者手帳または
療育手帳の交付を受けた人、特別児童扶養手当の支給対
象児、国民年金の障がい基礎年金などの受給者)
③保護者の申請に基づき、生活保護法に定める要保護者な
ど特に困窮していると町長が認めた世帯。

※平成19年度から多子軽減の適用範囲を幼稚園や子育て
支援センター（短時保育）にも拡大しました。
　同一世帯で2人以上の児童が同時に在籍している場合、
年齢の低い児童が保育所児童であれば、2人目は保育所
徴収金基準額の50％、3人目は10％になります。

平成20年5月1日から

戸籍住民窓口での「　　確認」が
法律上のルールになります。

本人

　●戸籍または住民票などの証明書の交付請求時には・・・

「本人確認」を行います。
　窓口に来られた方について、運転免許証、写真付き住基カード、パスポートなど官
公署発行の写真付の本人確認書類の提示により、確認を行います。

※上記確認書類のない場合は、健康保険証、年金手帳など複数の書類により確認します。

正当な理由を明示してください。
⇒本人以外の方からの請求について・・・
・自己の権利を行使したり、自己の義務を果たしたりするために戸籍の
内容または住民票の記載事項を確認する必要があること

・国または地方公共団体の機関に提出する必要があること
などの正当な理由を、請求書に詳しく書くことが必要になります。

※代理人の方については、委任状の書面により代理権限の確認を行います。

　●戸籍の届出または住民異動届出時には・・・

　婚姻、協議離婚、養子縁組、協議離縁または認知の届出（以下「婚姻等の届出」）、あ
るいは住民異動届出について以下の取り扱いが法律上のルールになります。

「本人確認」を行います。
　窓口に来られた方について、「本人確認」を行います。確認の方法は、戸籍または住
民票等証明書の交付請求の場合と同様です。

「通知」を行います。
　戸籍届出や住民異動届をされた方の本人確認ができなかった場合は、ご本人に届
出のあったことを通知します。

　偽りその他の不正な手段によって戸籍証明書や住民票などの交付を受けた人は、
刑罰が科せられます。

問い合わせ／住民課戸籍住民係　182－3803問い合わせ／子育て支援課　182－1394

新しい子育て支援がスタート
一時保育事業を始めました

お子様が成長していく過程につきものの、さまざま
な不安についての相談をお受けし、一人ひとりにあっ
た支援を行います。お気軽にご利用ください。

発達支援事業を始めました

保育料を改定

必要に応じてスタッフが保育所・幼稚園に出向き、
支援を行います。

相談

訪問
支援

発達支援があることで、成長を期待できるお子様を対象に、少
人数でのグループ活動を行います。保育所・幼稚園との並行利
用も可能です。

あそび
の広場

毎週 q・t  午前10時～午後2時
1回200円
町健康管理センター
利用申請書を子育て支援課に提出してください。
後日、利用決定についてご案内します。

※利用は週1回、火曜日か金曜日のどちらかになります。申し込みいただい
た方を火曜日グループ、金曜日グループに分けさせていただきます。

対象年齢 1歳から就学前のお子様

利用時間 午前8時30分～午後4時30分（土・日・祝日・年末年始は休み）

利用料金
1時間 3歳児未満250円（1日2,000円）
 3歳児以上200円（1日1,600円）
 （給食は別途200円）

申込方法
予約制です。利用3日前までに「一時保育申込書」に記入のうえ、
子育て支援課または保育所へ申し込んでください。

定員 1日3人まで

実施施設 上豊田保育所

開 催 日
利 用 料
場 所
申込方法

身体の使い方、ことば、食事、友だちとの遊び方などについて、
専門のスタッフが相談をお受けします。（無料、事前予約制）

  場　所     町健康管理センター

●ひよこ相談（医師）　毎月第1qの午前
●すくすく相談（作業療法士）　毎月第2・4rの午後
●いちご相談（言語聴覚士）　月2回
 （日時は子育て支援課へお尋ねください。）

●たんぽぽ相談（臨床心理士）　第1・3rの午前

階層 3歳未満の児童 3歳以上の児童

Ａ 0円 0円

Ｂ 町民税非課税 9,000円 6,000円

Ｃ1 均等割のみ課税 10,000円 7,000円

Ｃ2 所得割の額が8,000円未満 15,000円 8,000円

Ｃ3 所得割の額が8,000円以上 19,000円 9,000円

Ｄ1 2,000円未満 23,000円 12,000円

Ｄ2 2,000円以上6,000円未満 26,000円 14,000円

Ｄ3 6,000円以上17,000円未満 29,000円 16,000円

Ｄ4 17,000円以上28,000円未満 32,000円 18,000円

Ｄ5 28,000円以上39,000円未満 35,000円 20,000円

Ｄ6 39,000円以上56,000円未満 38,000円 22,000円

Ｄ7 56,000円以上78,000円未満 41,000円 24,000円

Ｄ8 78,000円以上103,000円未満 44,000円 26,000円

Ｄ9 103,000円以上147,000円未満 47,000円 28,000円

Ｄ10 147,000円以上 50,000円 30,000円

保育所徴収金基準額表(保育料表)
各月初日の入所児童が属する世帯の階層区分 保育料基準額(月額)

生活保護法による被保護世帯（単給世帯を含む。）

定義

Ａ階層とＤ階層
を除き、前年度分
の町民税の額が
右の区分に該当
する世帯

Ａ階層を除き、前
年度の所得税課
税世帯であって、
その所得税の額
が右の区分に該
当する世帯
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第8回

今月の
医師

ご
存
じ
の
よ
う
に
、本
年
四
月
か
ら
新
た
な
医
療
制
度
に

し
た
が
っ
て
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム(

内
臓
脂

肪
症
候
群)

に
着
目
し
た
生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め

の
新
た
な
特
定
健
診
が
実
施
さ
れ
ま
す
。腹
囲
、血
圧
、血
液
検
査
の

健
診
結
果
と
喫
煙
歴
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
要
因
の
数
に

応
じ
て
階
層
化
し
、生
活
習
慣
病
の
改
善
に
主
眼
を
お
い
た
保
健
指

導(

食
生
活
、運
動
な
ど)

が
な
さ
れ
ま
す
。保
健
指
導
を
早
期
に
開
始

し
、行
動
変
容
を
促
し
、糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
該
当
者
、ま

た
、予
備
軍
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
を
減
少
さ
せ
る
の
が
目
的
で
す
。

今
年
は
各
地
域
で
の
集
団
健
診
と
な
り
、あ
わ
せ
て
各
種
が
ん
検
診

が
行
わ
れ
ま
す
。進
ん
で
健
診
を
受
け
、ご
自
分
の
健
康
を
確
認
さ

れ
、安
心
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

メ
タ
ボ
が
重
症
化
す
る
と

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
し
て
、肥
満
症
、高
血
圧
症
、糖

尿
病
、高
脂
血
症
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、そ
の
各
々
が
重
症
化
、ま
た

は
合
併
症
に
よ
っ
て
日
常
生
活
に
大
き
な
支
障
を
引
き
起
こ
し
、糖

尿
病
で
は
失
明
、じ
ん
不
全
に
至
る
こ
と
が
あ
り
、高
脂
血
症
、高
血

圧
症
か
ら
脳
卒
中(

脳
出
血
、脳
こ
う
そ
く)

に
い
た
り
、ま
た
、虚
血

性
心
疾
患(

狭
心
症
、心
筋
こ
う
そ
く)

の
発
症
に
つ
な
が
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。こ
の
結
果
、日
常
生
活
に
支
障
を
生
じ
、ま
た
、後
遺
症

と
し
て
半
身
麻
痺
が
残
り
、さ
ら
に
認
知
症
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

二
次
検
査
、治
療
が
必
要
な
と
き
は
病
院
へ

　
万
一
、二
次
検
査
、治
療
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、瑞
穂
病

院
、和
知
診
療
所
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
、的
確
な
診
断
の
も
と
治

療
に
取
り
組
ま
れ
、生
活
習
慣
病
の
重
症
化
、合
併
症
を
予
防
し
て

く
だ
さ
い
。わ
た
し
た
ち
病
院
ス
タ
ッ
フ
一
同
、た
と
え
一
病
あ
っ

て
も
息
災
に
お
過
ご
し
に
な
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。が

ん
検
診
に
し
て
も
二
次
検
査
、治
療
の
必
要
な
と
き
は
、ま
ず
、瑞
穂

病
院
、和
知
診
療
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。治
療
、紹
介
も
含
め
て
最

善
の
道
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

 さ とう しゅう いち ろう

佐藤 秀一郎・病院長（瑞穂病院）

健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、町
立
病
院
・
診
療
所
の
医
師
が
皆
さ
ん
に

お
届
け
す
る
健
康
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。今
回
の
担
当
医
は
瑞

穂
病
院
の
佐
藤
秀
一
郎
・
病
院
長
。四
月
か
ら
始
ま
っ
た
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど
に

つ
い
て
の
お
話
で
す
。

特
別
職
報
酬
、据
え
置
き
が
適
当

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
が
答
申

今
後
の
農
業
・
農
村
を
考
え
る
講
演
会
開
く

京
丹
波
村
お
こ
し
ふ
る
里
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

特
別
職
の
適
正
な
報
酬
の
あ
り
方
を
審
議

し
て
き
た
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会（
田
端

勇
会
長
、委
員
七
人
、平
成
十
九
年
十
一
月
二

十
六
日
発
足
）が
、三
月
三
日
、松
原
町
長
に

答
申
し
ま
し
た
。答

申
で
は
、「
町
長
、副

町
長
、教
育
長
の
給

料
の
額
は
、そ
の
職

務
と
責
任
の
重
さ
、

府
内
他
町
村
や
類

似
団
体
と
比
較
し

て
も
、お
お
む
ね
適

正
な
水
準
に
あ
る

こ
と
か
ら
、現
行
の

額
で
据
え
置
く
こ

と
が
適
当
で
あ
る
」

と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、議
会
議
員
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、「
府

内
の
他
町
村
や
類
似
団
体
と
比
較
し
て
、ほ

ぼ
同
等
の
水
準
に
あ
る
が
、議
会
の
開
催
日

数
な
ど
を
考
慮
し
た
日
額
換
算
で
は
割
高
感

を
覚
え
る
。今
後
、報
酬
額
に
つ
い
て
自
主
的

に
検
討
さ
れ
る
こ
と
も
考
慮
し
、現
行
の
額

で
据
え
置
く
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
の
結
論

に
至
っ
た
」と
し
て
い
ま
す
。

現
行
の
報
酬
月
額
は
、町
長
六
十
七
万
五

千
円
、副
町
長
五
十
五
万
八
千
円
、教
育
長
五

十
万
四
千
円（
以
上
は
昨
年
四
月
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
一
〇
％
減
額
を
実
施
）。議
長
は
三
十
万

円
、副
議
長
が
二
十
三
万
円
、議
員
が
二
十
一

万
円
で
す
。

京
丹
波
村
お
こ
し
ふ
る
里
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
谷
口
忍
代
表
）が
三
月
十
六
日
、道
の
駅
・
丹

波
マ
ー
ケ
ス
で「
こ
れ
か
ら
の
農
業
・
農
村
を

考
え
る
講
演
会
」を
開
催
。明
治
時
代
の
文
学

者
・
小
泉
八
雲
の
ひ
孫
に
あ
た
る
島
根
県
立

短
期
大
学
部
の
小
泉
凡
准
教
授
の「
小
泉
八

雲
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」と
題
し
た
講
演
と
、京

都
府
立
大
の
宮
崎
猛
教
授
の「
農
業
・
農
村
に

期
待
す
る
こ
と
」と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。参
加
者
ら
は
講
演
を
通
じ
て
、都
市
農

村
交
流
の
あ
り
方
な
ど
へ
の
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

審議会を代表して田端勇会長（写真左）
が松原町長のもとを訪れ、答申書を
手渡しました。（役場町長室）

曽祖父にあたる小泉八雲の生い立ちや考え方などを紹
介する小泉准教授。（道の駅「丹波マーケス」コミュニティ
ホール、須知）

齢
者
世
帯
の
安
心

確
保
へ
ス
ク
ラ
ム

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
見
守
り
支
援

三
月
二
十
五
日
、町
と
郵
便
事
業
株
式
会

社
園
部
支
店（
寺
田
延
恒
支
店
長
）、京
都
農

業
協
同
組
合（
Ｊ
Ａ
京
都
、竹
内
敏
三
代
表
理

事
理
事
長
）が
、ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど

の
見
守
り
支
援
に
関
す
る
覚
書
を
交
わ
し
ま

し
た
。こ
れ
は
高
齢
化
が
進
む
中
、ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
世
帯
や
老
老
介
護
状
態
に
あ
る

世
帯
な
ど
が
、住
み
慣
れ
た
家
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、三
者
が
連
携
し
て
見
守

り
支
援
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、郵
便
事
業
株
式
会
社
は
、配

達
業
務
な
ど
を
通
じ
て
、Ｊ
Ａ
京
都
は
従
来

か
ら
行
っ
て
い
る
組
合
員
へ
の
世
帯
訪
問
や

外
交
事
業
を
通
じ
て
、高
齢
者
世
帯
を
対
象

に
声
か
け
や
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。町
は
、

両
者
か
ら
の
情
報
提
供
を
も
と
に
世
帯
へ
の

対
応
を
行
い
、ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯

な
ど
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

高

承
の
技
を
熱
演

中
部
地
域
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

京
都
府
中
部
文
化
芸
術
祭
・
中
部
地

域
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
三

月
十
五
日
、和
知
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
文
化
芸
術

祭
は
、口
丹
波
二
市
一
町
で
つ
く
る
実

行
委
員
会
が
主
催
。今
回
は「
伝
統
芸
能
」

を
テ
ー
マ
に
、本
町
和
知
地
区
の
伝
統

芸
能「
和
知
人
形
浄
瑠
璃
」や「
和
知
太

鼓
」「
小
畑
万
歳
」「
和
知
文
七
踊
り
」の

ほ
か
、口
丹
波
の
各
地
区
に
伝
わ
る
伝

統
芸
能
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は

約
二
百
二
十

人
が
来
場
し
、

各
保
存
会
や

中
学
生
た
ち

の
熱
演
を
楽

し
み
な
が
ら

盛
ん
に
拍
手

を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

伝

覚書を交わし懇談する松原町長（右）と寺田延恒・支店長（中央）、
竹内敏三代表理事理事長。（役場町長室）

和知人形浄瑠璃の舞台。（和知ふれあいセンター、本庄）

ひ



と
希
望
を
胸
に
、

学
び
舎
羽
ば
た
く

卒
業
・
卒
園
式

三
月
十
三
日
、町
立
中
学
校（
蒲
生
野
・

瑞
穂
・
和
知
）の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、計
百

六
十
六
人
が
卒
業
し
ま
し
た
。和
知
中
の

卒
業
式
で
は
、小
杉
辰
義
校
長
か
ら
卒
業

生
三
十
人
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
後
、

在
校
生
を
代
表
し
て
榎
川
博
也
さ
ん
が
、

「
先
輩
た
ち
が
残
し
て
く
れ
た
足
跡
を
し
っ
か
り
と
踏
み
し

め
、伝
統
あ
る
和
知
中
を
引
っ
張
っ
て
い
き
ま
す
」と
送
辞
を

述
べ
ま
し
た
。続
い
て
卒
業
生
を
代
表
し
て
、松
下
智
恵
さ

ん
と
梅
原
美
華
さ
ん
が
答
辞
。ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
過
ご
し
た

三
年
間
の
思
い
出
を
振
り
返
っ
た
後
、「
そ
れ
ぞ
れ
進
む
道
は

違
う
け
れ
ど
、三
年
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
、夢
と
希
望

に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い
き
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

三
月
二
十
一
日
に
は
町
立
八
小
学
校
の
卒
業
式
が
あ
り
、

計
百
四
十
八
人
が
卒
業
。町
立
幼
稚
園
・
保
育
所
で
は
、須

知
幼
稚
園
で
三
十
一
人
、町
立
三
保
育
所
で
計
九
十
一
人
が

卒
園
し
ま
し
た
。

夢
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編集
後記

人事異動により、この号を
もって広報京丹波のペンを置
かせていただくことになりま
した。行政を身近に感じてい

ただける情報紙でありたい、各分野で活躍さ
れている皆さんの応援団でありたい、そんな
広報をめざして担当してきた二年半。取材で
出会った皆さんの情熱やひたむきな姿を多
くの人びとに伝えるべく、文章は「心で書く」
ように心がけてきました。果たしてどれだけ
伝えられたか、反省は尽きませんが、広報活
動を通じて培った力を次の新しい職場で生
かしていきたいと思います。取材でお世話に
なった皆さん、ありがとうございました。来月
号から担当する新しい編集子をよろしくお願
いします。（Ｙ）

No.30
２００８年
4月15日発行

大
桜
、

春
風
に
舞
う
。

予    算

TOWN NEWS 2008

ポ
ー
ツ
の
功
労
や
好
成
績
た
た
え
る

京
丹
波
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

平
成
十
九
年
度
京
丹
波
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
を
三
月
四
日
、町

中
央
公
民
館
で
開
催
。地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
力
を
注
い
で
き
た
人

や
、各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
個
人
・
団
体
な
ど

十
三
人
四
団
体
の
皆
さ
ん
が
栄
え
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。（
敬
称
略
）

【
功
労
賞
】（
長
年
、地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
し
た
人
）

高
畑
満（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
、八
田
）▽
青
木
勝
弘（
同
、須
知
）

▽
藤
井
文
男（
少
年
野
球
指
導
者
、升
谷
）▽
隅
山
國
夫（
同
、下
山
）▽

小
林
秀
直（
同
）▽
豊
嶋
浩
史（
小
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
指
導
者
、和
田
）

【
特
別
栄
誉
賞
】長
澤
克
好（
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
、ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
四
位

な
ど
）

【
優
秀
賞
】豊
嶋
玄
子（
全
国
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
レ
デ
ィ
ー
ス
交
歓
大
会
・

三
位
、和
田
）▽
武
内
博（
全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
八
位
、橋
爪
）▽
西
田
奈
央（
ホ
ッ
ケ
ー

日
本
代
表
と
し
て
中
国
遠
征
な
ど
、豊
田
）▽
石
田
明
日
華（
ホ
ッ
ケ
ー

十
八
歳
以
下
日
本
代
表
、鎌
谷
奥
）▽
一
谷
麻
実（
ホ
ッ
ケ
ー
中
学
生
日

本
代
表
、口
八
田
）▽
一
谷
維

（
同
）

▽
須
知
高
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ホ
ッ
ケ
ー
競

技
・
優
勝
な
ど
）

▽
蒲
生
野
中
女
子
ホ
ッ
ケ
ー

部（
全
日
本
中
学
生
ホ
ッ
ケ

ー
選
手
権
大
会
・
三
位
な
ど
）

▽
京
都
選
抜
女
子
ホ
ッ
ケ
ー

チ
ー
ム（
全
日
本
中
学
生
都

道
府
県
対
抗
十
一
人
制
選
手

権
大
会
・
三
位
）

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】

京
丹
波
町
選
抜
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム（
京
都
府
民

総
体
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
・

三
位
）

ス

スポーツ賞を受賞した皆さん。（町中央公民館、蒲生）

質美小卒業式。卒業の歌を歌う卒業生と在校生。
（質美小体育館、質美）

上豊田保育所卒園式。卒園の歌を元気よ
く歌う園児たち。（上豊田保育所、豊田）

和知中卒業式。三年間の思い出を胸に刻み、卒業生たちは卒業証書を手にし
ました。（和知中体育館、市場）
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